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【
所
管
事
務
調
査
】

平
成
27
年
９
月
９
日
、
11
月
17
日

①
財
政
の
し
く
み
に
つ
い
て

②
第
４
次
行
政
改
革
に
つ
い
て

③
組
織
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て

①
②
③
地
方
交
付
税
を
重
点
に
置
い
た

財
政
の
し
く
み
や
現
在
策
定
中
の
幕
別

町
行
政
改
革
大
綱
（
第
４
次
）
、
組
織

機
構
の
見
直
し
（
案
）
に
か
か
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
。

【
道
外
先
進
地
視
察
調
査
】

平
成
27
年
10
月
13
日
か
ら
16
日

《
鳥
取
県
伯
耆
（
ほ
う
き
）
町
》

　

複
数
の
バ
ス
事
業
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

研
修
バ
ス
）
と
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の

ペ
レ
ッ
ト
燃
料
化
に
つ
い
て
、
導
入
の

経
緯
と
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　

バ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
利
用
実
態
を

調
査
す
る
と
と
も
に
随
時
事
業
の
見
直

し
を
行
い
、
よ
り
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合

う
よ
う
な
創
意
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

　

ペ
レ
ッ
ト
燃
料
化
に
つ
い
て
は
、
多

大
な
設
備
投
資
が
必
要
で
は
あ
る
が
、

画
期
的
な
事
業
で
あ
っ
た
。

《
岡
山
県
高
梁
（
た
か
は
し
）
市
》

　

多
重
的
な
定
住
対
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　

高
梁
市
は
９
月
末
現
在
の
人
口
が

３
万
２
５
１
１
人
で
、
昭
和
30
年
の
ピ

ー
ク
時
か
ら
比
べ
る
と
お
よ
そ
半
減
し

て
い
る
。
担
当
部
署
で
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
賃
貸

住
宅
の
家
賃
補
助
や
子
育
て
世
帯
へ
の

手
厚
い
施
策
を
多
岐
に
渡
り
か
つ
多
重

的
に
進
め
て
い
る
。

　

人
口
減
少
が
本
格
的
に
な
っ
て
い
く

昨
今
、
大
変
大
き
な
学
び
と
な
っ
た
。

《
広
島
平
和
記
念
資
料
館
（
広
島
市
）
》

　

広
島
原
爆
の
惨
状
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
の
認
識
を
得
る
た
め
、
資
料
館
の

視
察
を
行
っ
た
。

　

国
指
定
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い

る
本
館
は
、
半
世
紀
余
の
年
月
を
経
て
、

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
の
維
持
管
理
に

疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
が
、
可

能
な
限
り
現
状
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

《
福
岡
県
古
賀
市
》

　

古
賀
市
教
育
委
員
会
が
取
り
組
む

「
朝
勉
＆
朝
弁
」
や
「
二
学
期
制
導
入
」

な
ど
、
学
校
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
し
て
作
成
し
た
「
通
い
た
い
、
通

わ
せ
た
い
学
校
を
め
ざ
し
て
古
賀
プ
ラ

ン
」
の
説
明
を
受
け
た
。

　

「
朝
勉
＆
朝
弁
」
は
、
地
域
住
民
が

主
体
と
な
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や

学
校
を
支
え
る
特
色
の
あ
る
施
策
で
あ

っ
た
。
一
次
産
業
が
基
幹
産
業
で
も
あ

る
幕
別
町
で
も
十
分
に
実
施
可
能
な
施

策
だ
と
認
識
し
た
。

《
九
州
歴
史
資
料
館
（
福
岡
県
古
郡
市
）
》

　

九
州
歴
史
資
料
館
の
施
設
概
要
や
特

色
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　

専
門
家
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
た
魅
力
あ
る
施
設
の
管
理
運
営
や
他

の
施
設
と
の
連
携
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

展
開
な
ど
、
集
客
力
の
向
上
の
た
め
の

創
意
工
夫
が
常
時
行
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
老
朽
化
が
進
む
幕
別
町
内
の

資
料
館
の
今
後
の
あ
り
方
を
探
る
上

で
、
よ
り
専
門
家
の
見
地
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

　《
筑
紫
野
市
歴
史
博
物
館
（
福
岡
県
）
》

　

施
設
概
要
や
展
示
方
法
、
今
後
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

展
示
は
、
ど
の
よ
う
に
展
示
す
る
か

を
考
え
て
ブ
ー
ス
等
を
当
て
は
め
る
な

ど
画
期
的
な
展
示
の
仕
方
を
し
て
お

り
、
目
を
見
張
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

　

幕
別
町
で
も
い
く
つ
か
の
歴
史
的
資

料
館
が
あ
る
が
、
筑
紫
野
市
歴
史
博
物

館
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
参
考
に
し

て
い
き
た
い
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

調
査
内
容

■ 議会のうごき ■ 

原爆投下の惨状について理解を深める
（広島平和記念資料館）

調
査
日
・
調
査
項
目

現
地
視
察
お
よ
び
内
容

　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
道
外
先
進
地
視
察
調
査
）

視

察

日

最新の機器や科学的手法を取り入れ
た展示・保存方法について学んだ　
　　　　　　　　（九州歴史資料館）



【
所
管
事
務
調
査
】

平
成
27
年
10
月
５
日

①
幕
別
町
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

①
幕
別
町
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
民

生
部
か
ら
計
画
の
概
要
説
明
を
受
け
、

避
難
場
の
確
保
や
要
支
援
者
の
避
難
手

順
、
備
蓄
飲
料
等
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
。

【
道
外
先
進
地
視
察
調
査
】

平
成
27
年
10
月
19
日
か
ら
22
日

《
藤
幼
稚
園
（
東
京
都
立
川
市
）
》

　

近
年
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
屋
上
円
形
テ
ラ
ス
の
園
舎
に
お
い

て
、
外
部
テ
ラ
ス
で
つ
な
が
る
教
育
、

保
育
の
在
り
方
の
工
夫
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
。

　

先
生
た
ち
の
言
葉
、
行
動
、
立
ち
居

振
る
舞
い
が
子
ど
も
た
ち
の
手
本
と
な

っ
て
お
り
、
地
域
の
文
化
、
伝
統
、
地

域
行
事
に
よ
る
保
育
を
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
た
。

《
福
島
県
郡
山
市
、
郡
山
地
方
広
域
消

防
組
合
》

　

郡
山
市
は
東
日
本
大
震
災
で
住
宅
な

ど
に
大
き
な
被
害
を
受
け
、
本
庁
舎
に

も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
市
議
会
は

即
時
に
復
興
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

市
、
県
、
国
、
東
京
電
力
へ
要
望
書
、

提
言
書
の
提
出
を
し
て
き
た
。
放
射
線

物
質
の
除
染
や
子
ど
も
た
ち
の
健
康
管

理
、
風
評
被
害
へ
の
対
応
、
公
共
施
設

の
復
旧
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

厳
し
い
風
評
被
害
の
中
で
復
興
に
向

け
て
取
り
組
む
姿
を
感
じ
る
と
と
も
に

大
変
大
き
な
学
び
と
な
っ
た
。

《
福
島
県
い
わ
き
市
》　

　

い
わ
き
市
は
東
日
本
大
震
災
で
は
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
特
に
津
波
に
よ
る

被
害
、
放
射
能
被
害
が
大
き
か
っ
た
。

津
波
対
策
と
し
て
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
大
幅
な
見
直
し
、
災
害
時
の
住
民
意

識
向
上
に
よ
る
自
助
と
防
災
組
織
に
よ

る
協
力
・
救
助
の
共
助
部
分
の
大
切
さ

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

災
害
時
に
行
政
が
で
き
る
こ
と
と
住

民
自
ら
が
で
き
る
こ
と
、
自
助
・
共
助
、

公
助
を
確
立
す
る
こ
と
の
認
識
を
強
く

し
た
。

《
東
京
都
稲
城
（
い
な
ぎ
）
市
》

　

高
齢
者
人
口
２
０
２
５
年
問
題
を
見

越
し
、
先
駆
け
て
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
費
用
負
担
の
公
平
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
認
知
症
の
対
応
に
つ
い

て
は
看
護
師
の
確
保
や
病
院
・
介
護
施

設
と
の
連
携
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
稲
城
市
は
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

発
祥
の
地
で
あ
り
、
介
護
者
の
少
な
さ

を
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
補
充
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

住
民
に
対
し
シ
ス
テ
ム
の
存
在
を
認

識
さ
せ
る
こ
と
や
高
齢
者
人
口
１
％
の

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
を
認
識

し
た
。

《
関
東
学
院
六
浦
こ
ど
も
園
（
神
奈
川

県
横
浜
市
）
》

　

通
園
児
の
安
全
を
守
る
た
め
、
門
に

は
守
衛
が
在
中
し
、
学
院
各
校
の
連
携

の
も
と
一
貫
教
育
の
入
り
口
と
し
て
、

ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
幼
保
連
携
こ

ど
も
園
、
子
育
て
支
援
の
場
と
し
て
、

学
院
内
の
様
々
な
資
源
を
活
用
し
た
中

で
保
育
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
教

員
、
大
学
生
（
実
習
生
）
を
受
け
入
れ
、

大
人
と
子
ど
も
が
共
に
成
長
し
て
い
く

取
り
組
み
な
ど
を
学
ん
だ
。

《
南
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
ふ
れ
あ
い

シ
ョ
ッ
プ
サ
ン
テ（
神
奈
川
県
横
浜
市
）》

　

ふ
れ
あ
い
シ
ョ
ッ
プ
サ
ン
テ
は
軽
食

と
障
が
い
者
地
域
作
業
所
な
ど
の
自
主

製
品
の
販
売
な
ど
を
通
じ
て
、
障
が
い

者
の
就
労
の
場
、
障
が
い
者
へ
の
理
解

を
深
め
る
場
と
し
て
横
浜
市
が
設
置
し

て
い
る
。
障
が
い
者
の
方
へ
の
対
応
、

収
益
を
上
げ
る
た
め
の
労
力
、
現
実
の

難
し
さ
を
学
ん
だ
。

■ 議会のうごき ■ 

⓳

　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
道
外
先
進
地
視
察
調
査
）

現地視察
（コムニの里まくべつ）

民
生
常
任
委
員
会

視

察

日

現
地
視
察
お
よ
び
内
容

園舎の屋根を元気に走り回る子どもたち
　　　　　　　　　　　　　　（藤幼稚園）

調
査
内
容

調
査
日
・
調
査
項
目

売り上げは各作業所で働く方たちの社会参
加と生活に役立っている　　　　 （サンテ）



■ 議会のうごき ■ 

⓴

問

  【
所
管
事
務
調
査
】

平
成
27
年
12
月
９
日

①
春
日
東
団
地
建
替
事
業
に
つ
い
て

①
公
営
住
宅
の
春
日
東
団
地
の
建
替
計

画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
現
状
の
把

握
及
び
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

【
道
外
先
進
地
視
察
調
査
】

                                                                                                                                                     

平
成
27
年
10
月
27
日
か
ら
30
日

《
宮
城
県
利
府
（
り
ふ
）
町
》

　

利
府
町
に
お
け
る
震
災
の
概
要
、
被

害
状
況
、
震
災
復
興
状
況
、
防
災
備
蓄

倉
庫
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

震
災
の
概
要
で
は
、
人
的
被
害
・
死

者
11
名
、
想
定
外
の
状
況
に
よ
り
備
蓄

食
料
は
す
ぐ
に
底
を
つ
く
。
防
災
組
織

を
各
地
区
に
立
ち
上
げ
、
防
災
無
線
の

使
用
が
困
難
な
場
合
は
個
人
伝
言
板
で

連
絡
を
行
っ
た
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、

電
話
が
町
内
全
域
で
使
用
で
き
ず
、
役

場
庁
舎
で
は
非
常
用
発
電
及
び
ソ
ー
ラ

ー
発
電
に
よ
り
電
力
確
保
、
携
帯
電
話

の
充
電
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
た
こ
と
な

ど
震
災
当
時
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
大
変
大
き
な
学
び
と
な
っ
た
。

《
宮
城
県
東
松
島
市
》

　

東
松
島
市
の
被
害
状
況
、
応
急
仮
設

住
宅
の
入
居
状
況
、
防
災
集
団
移
転
促

進
事
業
、
災
害
公
営
住
宅
や
保
育
所
整

備
、
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
移
設
、
農
業
の
復
興

状
況
、
防
災
計
画
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
で
は
、
市

街
地
、
集
落
を
移
転
促
進
区
域(

７
地

区)

に
指
定
し
、
多
重
防
御
（
防
災
緑

地
、
高
盛
土
の
道
路
等
）
に
よ
り
、
内

陸
側
の
安
全
な
丘
陵
地
又
は
既
存
市
街

地
周
辺
に
住
宅
地(

７
団
地)

を
整
備

し
移
転
を
図
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
津

波
被
害
に
対
す
る
移
設
、
整
備
状
況
を

詳
し
く
学
ん
だ
。

《
福
島
県
南
相
馬
市
》　

　

農
地
除
染
の
状
況
、
農
業
・
畜
産
の

支
援
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

車
中
か
ら
は
津
波
被
害
を
受
け
た
地
域

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

南
相
馬
市
は
、
震
災(

津
波)

や
原

発
事
故(

放
射
能)

の
被
害
が
大
き
く
、

特
に
風
評
被
害
に
よ
る
影
響
が
未
だ
続

い
て
お
り
、
復
興
を
妨
げ
て
い
る
。
今

後
、
風
評
被
害
を
払
拭
す
る
こ
と
が
課

題
で
あ
り
、
被
災
地
で
生
産
さ
れ
た
も

の
を
国
民
が
積
極
的
に
購
入
し
て
応
援

し
、
復
興
が
加
速
し
て
い
く
こ
と
を
願

う
。

《
福
島
県
い
わ
き
市
》

　

観
光
の
現
況
と
課
題
、
震
災
後
の
取

り
組
み
と
今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　

「
旅
行
商
品
販
売
促
進
支
援
事
業
」

で
は
、
ネ
ッ
ト
ク
ー
ポ
ン
等
を
活
用
し
、

「
復
興
・
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
事
業
」

で
は
、
語
り
部(

被
災
地
の
案
内
ガ
イ

ド)

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ
支
配
人
に
よ
る
「
震
災
の
講
話
」
で

は
、
震
災
後
に
崩
壊
し
た
建
物
の
再
建

に
向
け
て
目
処
が
立
っ
た
頃
、
１
ヶ
月

後
に
余
震
が
発
生
し
た
た
め
建
物
の
多

く
が
崩
壊
し
、
心
身
共
に
甚
大
な
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
後
、
わ
が
町
に
お
い
て
も
地
震
が
発

生
し
た
日
の
み
な
ら
ず
そ
の
後
の
余
震

も
想
定
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
備
え
や

心
構
え
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
学
ん
だ
。

《
埼
玉
県
上
尾
市
》

　

住
民
協
働
の
公
園
づ
く
り
お
よ
び
公

園
整
備
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

公
園
を
多
く
利
用
さ
れ
る
子
育
て
世

代
や
自
治
会
の
役
員
、
子
ど
も
会
等
の
地

域
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計

４
回
実
施
し
、
平
成
27
年
５
月
に
完
成
し

た
「
ち
び
っ
こ
公
園
」
で
は
、
住
民
に
よ

る
公
園
の
清
掃
や
草
む
し
り
、
施
設
の
管

理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
公
園
内
に
は
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
売
電
に
よ
り
公

園
の
管
理
費
を
補
っ
て
い
る
。
利
用
者
か

ら
の
評
判
は
良
く
、
近
く
の
幼
稚
園
児
ら

も
遊
び
に
来
て
い
る
。

　

住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
た
画
期
的
な

公
園
で
あ
り
、
今
後
、
わ
が
町
の
公
園
整

備
に
お
い
て
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
道
外
先
進
地
視
察
調
査
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

視

察

日

現
地
視
察
お
よ
び
内
容

今後、７つの公園整備計画があり、
利用イメージを設定し、四季など
の特徴を具現化していく（上尾市）

調
査
内
容

調
査
日
・
調
査
項
目

高台地造成整備の説明（東松島市）

（公園の模型）



　

十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る

議
員
研
修
会
が
、
平
成
27
年
10
月
23
日　

に
士
幌
町
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
と
し
て
、
北
海
道
立
総
合
研
究

機
構
理
事
長
の
丹
保
憲
仁
氏
を
招
き
、

「
近
代
の
終
わ
る
こ
ろ
～
人
口
１
０
０

億
人
の
世
界
～
」
と
題
し
て
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
世
界
人
口
の
推
移
や
都

市
化
の
進
展
の
推
移
、
環
境
と
人
間
社

会
の
関
係
性
な
ど
に
つ
い
て
話
が
な
さ

れ
、
人
口
増
殖
が
著
し
く
、
資
源
の
限

界
も
迫
っ
て
き
て
い
る
中
、
食
料
と
水
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
課
題
が
多
く
あ

る
こ
と
を
学
ん
だ
。

■ 議会のうごき ■ 

�

◆一般質問項目（通告順）◆

Ｐ５　藤原　孟　議員

　　　・30 年後の日本地図に町の名を残すために

Ｐ６　小川　純文　議員

　　　・「農業を核にした新たな可能性を開く産業」

　　　　への取組について 

　　　・「未来を担う人材の育成」に向けた取組について

Ｐ７　岡本　眞利子　議員

　　　・今冬の除雪体制の強化について

　　　・オレンジリボン運動の推進について　　　

Ｐ８　小島　智恵　議員

　　　・町民に対する接遇の向上と女性管理職の登用

　　　　について

　　　・時間外勤務の縮減を

Ｐ９　東口　隆弘　議員

　　　・高齢社会に適応した買い物弱者対策について 　      

Ｐ 10　藤谷　謹至　議員

　　　・合併 10 年後の幕別町における財政運営について　　 

Ｐ 11　板垣　良輔　議員   

　　　・自然・再生可能エネルギー活用の街づくりに

　　　　ついて

Ｐ 12　谷口　和弥　議員

　　　・長寿社会を安心して迎えられる町となるために

　　　・ファイターズ応援大使の取組で最大限の効果を 

Ｐ 13　若山　和幸　議員

　　　・ＴＰＰ対策について

　　　・幕別町農業・農村振興計画について

Ｐ 14　野原　惠子　議員

　　　・障がいのある人が安心して暮らせる町に

Ｐ 15　荒　貴賀　議員

　　　・学童保育の充実について

Ｐ 16　中橋　友子　議員

　　　・ＴＰＰ交渉の影響と撤回に向けた取り組みに

　　　　ついて

　　　・新規就農対策の強化を

Ｐ 17　小田　新紀　議員

　　　・農村ホームステイ事業の今後の展開について 

　　　・東日本大震災における東北復興支援の今後の

　　　　展開について

※この内容は、一般質問通告書に記載された質問項目です。

◆議会日誌◆

11月 5 日　宮城県加美町議会行政視察

     17 日　総務文教常任委員会

     20 日　議会運営委員会

　 　30 日　議会運営委員会　

　 　30 日　第４回定例会（初日）

　　 30 日　庁舎建設に関する調査特別委員会

　　 30 日　議会広報広聴委員会

12 月 9 日　議会運営委員会

　 　 9 日　第４回定例会（一般質問）

      9 日　産業建設常任委員会

     10 日　議会運営委員会　

     10 日　第４回定例会（一般質問）

　 　11 日　議会運営委員会

　 　11 日　第４回定例会（一般質問・議案審議）

     11 日　全員協議会

　　 11 日　民生常任委員会

     14 日　総務文教常任委員会　

　 　18 日　議会運営委員会

　 　18 日　第４回定例会（最終日） 

     18 日　全員協議会  

 1 月12 日  議会広報広聴委員会

     15 日  議会広報広聴委員会

　　 29 日　民生常任委員会

◎第1回定例会 （予定） を
　　　　　　　　　　　　　　お知らせします

　　　　 3 月  2 日　初　　日

　　　　      8 日　一般質問

　　　 　   9 日　一般質問　　　　　　

　　　　   10 日　一般質問・議案審議

　　　　　  18 日　最 終 日

 ●問合せ先：議会事務局 (54-6626)

十
勝
町
村
議
会
議
員

　
　
　
　
研
修
会
に
参
加


